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株式取得による子会社化及び特定子会社の異動に関するお知らせ 

 

当社は、2026 年９月４日開催の取締役会において、ホームページの制作運営、ホスティング

サービス等を行う株式会社マカルーデジタル（以下、「マカルーデジタル社」といいます。）の

発行済株式の 100％を取得（以下、「本件株式取得」といいます。）して完全子会社化すること

を目的とした株式譲渡契約を締結することを決議いたしましたので、以下のとおりお知らせい

たします。 

 

記 

１．株式取得の目的 

 当社グループは 2000 年３月の創業から、デジタルコンテンツの配信を基軸事業として展開す

る一方で、積極的に M&A や新規事業展開を推進し、2017 年３月には主にプライズ事業を営む株

式会社ブレイクを、2025 年３月には総合人材サービス事業を営む株式会社 antzを M&A により

子会社化し、また、2019 年７月には出版事業を、2024 年２月には AI 関連事業を開始しており

ます。これら M&A により取得した事業や新規事業展開により開始した事業が、現在の当社グル

ープの主力事業に成長しており、さらなる事業基盤の強化、成長戦略を支える強固な経営基盤

の構築を経営方針として、当社グループは新たな市場に対して挑戦し続けることに努めており

ます。 

これらの経営方針のもと、当社グループでは、専門性の高い技術力やノウハウを有し、独自

の事業基盤を構築している企業を対象として、事業領域の拡大及びグループシナジーの創出に

資する投資機会を検討してまいりました。 

当社グループでは、デジタルコンテンツ配信事業、出版事業、AI 関連事業等、Web を基盤と

した事業を展開しております。一方で、グループ内に Web サイト構築・運用やクラウドインフ

ラ領域における専門的な開発体制を有しておらず、デジタル基盤の強化及び情報発信力の向上

は重要な経営課題の一つとなっております。 

このような中、マカルーデジタル社は、オープンソース CMS である「Concrete CMS」を活用

した Web サイト構築や Web システム開発、AWS を中心としたクラウドインフラの設計・運用等

を一気通貫で提供しており、高度な技術力と豊富な運用実績を有しております。また、同社は

大手企業を含む多様な顧客基盤を有し、継続的な保守運用による安定した収益基盤を構築して

おります。 

当社は、マカルーデジタル社と協議を重ねる中で、同社の Web 開発・運用ノウハウと、当社



グループが有するデジタルコンテンツ、AI 関連事業等の事業基盤を掛け合わせることで、グル

ープ全体のデジタル戦略をさらに推進できるものと判断いたしました。また、両社が掲げる

「挑戦」を重視する企業姿勢にも高い親和性があり、中長期的な企業価値向上に資する取り組

みが可能であると判断しております。 

加えて、マカルーデジタル社においては、当社グループの経営資源及び経営ノウハウを活用

することで、事業基盤の強化とさらなる成長が期待できるものと考えております。 

以上の理由から、本件株式取得は、当社グループの収益基盤強化及び企業価値向上に資する

ものであると判断し、本件株式取得の決議に至りました。 

 

２．異動する子会社の概要 

（１） 名 称 株式会社マカルーデジタル 

（２） 所 在 地 東京都世田谷区代田６丁目 11 番地 14 号 G1 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 菱川 拓郎 

（４） 

事 業 内 容 

ホームページ関連ソフトウェアの開発、研究、販売等 

ホームページの企画、制作、管理、運営 

ホスティングサービス 

（５） 資 本 金 ４百万円 

（６） 設 立 年 月 日 2012 年８月 13 日 

（７） 

大株主及び持株比率 

菱川 拓郎 40％ 

宇佐見 貴広 20％ 

諏訪 奨 20％ 

佐々木 多生 20％ 

（８） 
上場会社と当該会社

と の 関 係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 該当事項はありません。 

（９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

決算期 2023 年 7 月期 2024 年 7 月期 2025 年 7 月期 

 純 資 産 △7,177千円 △2,682千円 2,746千円 

 総 資 産 31,561千円 32,184千円 29,693千円 

 １ 株 当 た り 純 資 産 △143,545円 △53,644円 54,921円 

 売 上 高 109,420千円 141,340千円 142,470千円 

 営 業 利 益 11,900千円 4,498千円 5,400千円 

 経 常 利 益 11,125千円 4,565千円 5,499千円 

 当 期 純 利 益 11,055千円 4,495千円 5,428千円 

 １株当たり当期純利益 221,108円 89,900円 108,566円 

 １ 株 当 た り 配 当 金 0円 0円 0円 



※新型コロナウイルス感染症の影響を受けた過年度において業績が低調に推移した結果、2023

年 7 月期及び 2024 年 7 月期は債務超過の状態にありましたが、2023 年７月期以降は安定的に

当期純利益を計上したことから、2025 年 7 月期においては債務超過を解消しております。 

 

３．株式取得の相手先の概要 

（１） 氏 名 

菱川 拓郎 

宇佐見 貴広 

諏訪 奨 

佐々木 多生 

（２） 住 所 

東京都世田谷区 

東京都狛江市 

千葉県市原市 

東京都国分寺市 

（３） 
上 場 会 社 と 

当 該 個 人 の 関 係 
該当事項はありません。 

 

４．取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

(１）異動前の所有株式数 0 株 

（議決権の数：0 個） 

（議決権所有割合：0％） 

(２）取得株式数 50 株 

（議決権の数：50 個） 

(３）取得価額 マカルーデジタル社の普通株式 50 百万円 

アドバイザリー費用等     29 百万円 

合計             79 百万円 

(４）異動後の所有株式数 50 株 

（議決権の数：50 個） 

（議決権所有割合：100％） 

※取得価額については、公平性・妥当性を確保するため、独立した第三者機関である株式会社

MI コンサルティング（住所：愛知県名古屋市中区錦 1 丁目 17-26、代表取締役 鏡味 至）

（現：株式会社船井総研あがた FAS（住所：東京ミッドタウン八重洲 八重洲セントラルタワ

ー35 階、代表取締役 光田 卓司））による算定結果を基に、株式取得の相手先との協議によ

り決定しています。また、独立した第三者機関である弁護士法人しょうぶ法律事務所（住所：

愛知県名古屋市中村区名駅 1 丁目１-１、弁護士 尾田 知亜記）に法務デューデリジェンスを

依頼し、入手した法務調査報告書に基づき、当社は、重大な法務上の問題はないものと判断し

ております。 

※当社は、本件株式譲渡について、M&A ロイヤルアドバイザリー株式会社（東京都千代田区丸



の内 1-8-3 丸の内トラストタワー本館 20 階、代表取締役 橋場 涼）との間でアドバイザリー

契約を締結し、本件株式譲渡に係るアドバイザリー費用を支払っており、当該費用を上記のア

ドバイザリー費用等 29 百万円の中に含めております。なお、当社と M&A ロイヤルアドバイザリ

ー株式会社との間には、本件アドバイザリー契約を除き、記載すべき資本関係、人的関係及び

取引関係を含む利害関係はありません。 

 

５．その他 

マカルーデジタル社の資本金が当社資本金の 100 分の 10 以上となるため、同社は特定子会社

に該当いたします。 

 

６．日程 

（１）取締役会決議日 2026 年９月４日 

（２）最終契約書締結日 2026 年９月４日 

（３）株式譲渡実行日  2026 年 10 月１日（予定） 

 

７．今後の見通し 

本件株式取得による当期の連結業績に与える影響につきましては現在精査中であり、今後、

業績予想修正の必要性及び公表すべき事項が生じた場合には速やかに開示いたします。 

 

以上 


